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第 1回 浜田市障がい者差別解消推進委員会 会議録 

 

○開催日時：令和 7年 10 月 1 日（水）13：30～14：30 

○場 所：浜田市役所 東分庁舎 2 階会議室 

○出 席 者：（委員） 

津野委員、田村委員、南委員、原委員、中川委員、神谷委員、 

河内委員、櫟原委員 以上 8名 

      (市) 

       中谷地域福祉課長、大下障がい福祉係長、白根 

○欠 席 者：煙艸委員、白川委員 

○会議次第 

1．開会 

2．あいさつ（地域福祉課長） 

3. 委員紹介 

4. 委員長の選任 

5. 浜田市障がい者差別解消推進委員会の主な役割等について 

6. 令和 6年度活動報告 

7．協議事項 

・令和 7年度の取組について 

8. その他 

9. 閉会 

 

 

1．開会 

2．あいさつ（地域福祉課長） 

3．委員紹介 

【事務局】 

今年度は、委員改選の年となっているため、自己紹介をする。 

4. 委員長の選任 

【事務局】 

  委員会規則第 2条により、委員会は、委員長を置くこととなっている。委員長は、

委員の互選、委員からの推薦等で選出することとなっているが、自薦他薦はあるか。

なければ、事務局から提案をさせてもらう。 

【委 員】 

  自薦他薦なし。提案に対し、全員が賛成。浜田市身体障害者福祉協会会長の津野

委員が委員長に就任。 

【事務局】 

副委員長を委員長が指名することとなっている。津野委員長に副委員長を指名い

ただきたい。 
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【委員長】 

副委員長は、浜田商工会議所専務理事の田村委員にお願いしたい。 

 【委 員】 

   全員が賛成。浜田商工会議所専務理事の田村委員が副委員長に就任。 

 

5. 浜田市障がい者差別解消委員会の主な役割等について【資料 1】 

【事務局】 

資料に基づき説明。 

差別解消推進委員会の主な役割として、①障がい者差別に関する相談、②障がい

者差別解消の取組への表彰、③障がい者差別解消の取組等がある。 

① 障がい者差別に関する相談は、さまざまな障がいを理由とした差別があった場

合に、人権侵害や虐待などの視点から相談を受け付け助言、斡旋を行う。 

② 障がい者差別解消の取組への表彰は、条例に基づき、市民や事業者・団体を対

象に、差別を解消するために模範となる取組を行われている方に表彰を行う。 

③ 障がい者差別解消の取組等は、市や社会福祉協議会等での障害者週間にあわせ

た啓発活動や浜田市健康フェスティバル等のイベントを利用した啓発活動など

を行っている。 

【委 員】 

  人権擁護委員会も法務局や市役所で人権相談をやっている。例えば、障害差別が

疑われるような事案の相談が人権擁護委員会にあった場合のすみわけは、どのよう

に考えたらよいか。 

【事務局】 

  障害に関する事案であれば、浜田市に相談していただいて構わない。ただ、両委

員会が同時に動いてしまうといけないため、浜田市に相談されるのであれば、浜田

市で最後まで対応するということにしたい。障害に関する事案か、迷うことがあれ

ば、法務局と連携し、調整したい。基本的には、障害に関する事案は、浜田市で対

応する。 

【委 員】 

  意見なし 

6. 令和 6年度活動報告【資料 2】 

【事務局】 

資料に基づき説明。 

① 浜田市障がい者差別解消推進講演会等の開催については、例年 10 月に開催さ

れる浜田市健康福祉フェスティバル内のイベントとして実施しており、令和 6年

度も前年度に引き続き、浜田圏域に UI ターンされた方で構成された吹奏楽団「ハ

イブリッドウインドオーケストラ」によるコンサートを開催した。来場者も増加

し、とても好評だった。 

② 浜田市障がい者雇用優良事業所顕彰事業については、1 件の応募があり、令和

6 年 9 月 18 日に審査会を実施し、島根さんれい株式会社が市長賞を授賞となり、

令和 6年 10 月 6 日開催の浜田市健康福祉フェスティバルで表彰式を実施した。 
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③ 浜田市障がいのある人もない人も共に生きることができるまちづくり条例に

基づく市長表彰事業については、昨年度に要綱を作成し、初めて表彰事業を実施

した。1件の応募があり、令和 6年 9月 18 日に審査会を実施し、社会医療法人清

和会が授賞となり、令和 6 年 10 月 6 日開催の浜田市健康福祉フェスティバルで

表彰式を実施した。 

 

④ 啓発運動については、障害者週間にあわせ浜田市社会福祉協議会と合同による

街頭啓発活動（令和 6 年 12 月 5 日）や市役所ロビー、ゆめタウン浜田や浜田市

総合福祉センターにて、令和 6 年 11 月 25 日から 12 月 2 日の期間にパネル展示

を実施した。 

ほか、市役所全職員に対し、庁内ホームページのインフォメーションで障がい

者理解に対するガイドブック等で周知活動を行った。その他、障がいへの理解を

深めてもらうために中学生や大学生の職場体験の受入や障がい及び合理的配慮の

提供等に関する講義を市民後見人に対し実施した。浜田市障がい者雇用優良事業

所顕彰、浜田市障がいのある人もない人も共に生きることができるまちづくり条

例に基づく市長表彰について、写真入りの授賞ポスターを作成し、市や関係機関

等に掲載して PR を図った。 

先日、浜田市保健医療福祉協議会にて、市民の認知度が低いと指摘があった。

パンフレット配布以外で PR 方法について、委員の知恵をいただきたい。 

【委 員】 

  石見法律センターにて、パンフレット等を設置できる。協力できる。 

【委 員】 

  マスコットキャラクターを作るのはどうか。様々なイベントなどで PR をしてい

くことで認知度を上げることができるのではないか。例えば、浜田養護学校の生徒

に考えてもらうこともできると思う。 

【委 員】 

  HP や Instagram や X を活用し、広報をするなど、SNS を戦略的に利用するといい

と思う。ポスターを見やすいものにすると立ち止まり、見てもらえる。条例の名前

が覚えにくいため、キャッチフレーズを作成すると親しみやすくなる。 

【委 員】 

  啓発運動時にパンフだけでなく、グッズを配布すると受け取ってもらえると思う。 

【事務局】 

  予算が絡むことなので、出た意見を検討していきたい。 
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7. 協議事項 

・令和 7年度の取組について【資料 3】 

【事務局】 

年間スケジュールについて資料に基づき説明。 

雇用優良事業所顕彰事業募集及び差別解消への取組に関する市長表彰募集につ

いては、広報及びホームページで掲載し、周知及び募集を行った。7月 1日～31 日

までの募集に対し、それぞれの事業ともに応募がなかったため、審査会を行わない。 

雇用優良事業所顕彰事業の表彰規定では、事業所あたり 1回のみ授賞することに

なっているため、回数を重ねると応募が少なくなっていくと思われる。委員でこの

事業の該当になりそうな事業所があれば、情報提供をいただきたい。 

差別解消への取組に関する市長表彰は、昨年度から開始をしましたが、令和 6年

度から事業所による合理的配慮が義務化されたため、応募するのにハードルが高く

なっていると思われる。この事業においても、該当になりそうな事業所があれば、

情報提供をいただきたい。 

次に、浜田市健康福祉フェスティバルについては、ステージイベントとして昨年

度の来場者から好評をいただいた、ハイブリッドウインドオーケストラによるコン

サートを引き続き 10 月 12 日（日）に実施する予定である。なお、表彰式は、該当

がないため実施しない。 

啓発活動については、例年と同様に障害者週間にあわせ、街頭啓発活動やパネル

展示を行う予定である。その他にも中学生への職場体験受入や必要に応じた研修の

実施、市職員全体に対して障害者対応マニュアル等の周知し、障害に対する理解の

啓発を行う予定である。 

【委 員】 

  ハイブリッドウインドオーケストラの曲目は、どうか。 

  メッセージ性があるものや気づきがあるものを提供してもらいたい。 

【事務局】 

  合理的配慮や多様性に関連した老若男女が楽しめる曲をお願いしている。 

【委 員】 

  表彰について、差別解消に関する認知度を向上させるためにも表彰がないのは、

残念である。自ら応募をする事業所は、なかなかハードルも高く、少ないと思う。

今後は、他薦も視野に入れて考えていかないといけない。表彰が途切れることがな

いようにしていきたい。該当事業所の情報は、各関係機関にあると思うので、聞き

取りをしてもらいたい。ポスターを作成する際には、枚数を増やし、PR をお願いし

たい。 

【委員長】 

  浜田圏域の障害者法定雇用率データは、あるか。 

【事務局】 

  令和 6年度全国 2.4％、浜田圏域 3.79％。全国的にも高い水準である。 
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【委 員】 

  表彰事業に関して、島根県教育委員会で特別支援学校の職業教育の充実と障がい

者雇用の向上に資する取組として、特別支援学校の職業教育や卒業生の就業につい

て、多年にわたり協力、貢献いただいている企業に対して、同様の表彰がある。県

内 12 校の特別支援学校で他薦による表彰である。高等部の 2～3 年生が現場実習

（就労体験）として、各事業所にお世話になっており、過去の受入状況や就労実績

がデータとしてある。必要であれば、情報提供ができる。 

 

7. その他 

 

8. 閉会 

 


